




水の浸入経路

釘穴まわりの止水性が不足

強風をともなった雨は屋根と壁の間から入る 推奨例
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●先張り防水シート及び鞍掛けシートは出隅・入隅に折り曲げ

て施工、特に鞍掛けシートの場合、コーナー部は八千代折り

となり、その際に折り切れしないことが求められます。

●先張り防水シート及び鞍掛けシートは、出隅・入隅に

折り曲げて施工し、折り切れしないことが求められる

ため、この品質を防水性で規定します。

●施工時にシートが過度に硬い、コシが強いなどの状態の

場合、八千代折り部が膨らんだりして納まりが悪くなるこ

とがあるため、試験ではこのような施工性も確認済みです。

改質アスファルトとは

開口部・サッシまわり

ベランダ笠木
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防水性

屋根・外壁

改質アスファルトとは、アスファルトに合成ゴムや合成樹脂を混合したアスファルトの低温性状や高温性状を
改良したものであり、本規格はこれを用いた防水シートに適用します。
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確実な防水のために、
先張り防水シート及び鞍掛けシートが不可欠な時代です。

我が国の旧来の木造住宅は、雨仕舞いの所作を中心とした比較的開

放的な外皮構成を持ち、軒が長い屋根も手伝って外壁への雨掛りが少

ない環境にありました。軒や庇を適切に出すことで、雨漏りが起こる

可能性を低くしていました。

近年、木造住宅の構法や形態は著しく変化し、軒の出や庇のない屋根

形状、陸屋根やパラペット付き勾配屋根、一体型バルコニーなどの採

用により外壁への雨掛りが多くなり、防水への依存度が高い密閉型の

外皮構成が一般化しています。

規格化の背景

施工部位

主な規格

保険事故の71.8％が壁からの雨漏りです。

JWMAならではの確かな規定を設けました。

1

住宅の外観変化によって防水への依存度が高まっています。2

主な施工部位とシートの利用法をご説明いたします。
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【矢視 A】






